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作品展が終わり、一息ついたかと思えば、年長組は、卒園式に向けての練習を始

めています。卒園・進級までのカウントダウンが聞こえてきますが、一日一日を大

切に、残りの日々を幼稚園みんなでがんばっていきたいと思います。 

	

	

	

	

	

	

	

	

	

	

	

	

	

	

	

	

	

	

	

	

	

	

	

	

	

	

	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 例年であれば、インフルエンザ状況をお伝えして

いたであろうこの時期。今年は、これまで聞いたこ

とのない『新型コロナウイルス』という怖いウイル

スの情報が毎日のニュースの大部分を占め、どうし 

していけばよいのかわからない恐怖に包まれています。清水幼稚園でも、２１日 

に予定しておりました年長組の「お別れ遠足」を中止にすることにしました。 

このような時期に、ましてや大勢の不特定の人が出入りをする場所に子ども達を 

連れて行ことには不安がありましたし、何よりも、保護者の皆さまがお子様を送 

り出すことに不安があるのだったら今回は中止にした方がよい…という判断でし 

た。子ども達もそうだったと思いますが、年長の先生達は、最後の思い出作りに 

と楽しみにしていた行事だっただけに、ショックはかくしきれない様子でした。 

でも、「遠足は中止になったけど、ぜったい思い出に残る一日にしてあげたい！」 

と心を切り替えた３人の先生達はすごかったです。お出かけすることはできない 

けれど、幼稚園の中で子ども達にとってスペシャルなプログラムを考えようと 

何度も何度も話し合いをしてくれました。２１日は、風のない快晴！！そして 

なんと… 年長組・全員出席！ 急遽お願いした写真屋さんも快く駆けつけ 

てくれ、記念の写真を撮ってもらうことができました。年長さんのことを 

思い、園長先生が半日かけてきれいにしてくれたプレイパークでの 

お弁当は格別だったようです。 

まごころが詰まった一日…。 

         忘れられない一日に 

なりました☆ 
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☆小学校を体験してきます！☆  3 月 3 日（火） 午前中  

『小学校ってどんなところなんだろう？』 年長さん全員で、旭小学校・１年生との交流授業

に参加してきます。学校の机・椅子を使わせてもらったり、教科書を見せてもらったり、トイ

レや体育館などを見学させてもらったり…。小学校への期待に繋がればいいなと思っていま

す！	

	

	

☆視聴覚検査を行います！☆     

３学期中に、視聴覚検査を行います。 

※視力…２．５ｍの距離で片目をかくし、Ｃのマークの切れている方向を答えさせます。 

※聴力…横向きに立たせ、３ｍの距離からささやき声で単語を話しかけます。 

検査が終わり次第、結果のご報告をいたします。気になる所見があったお子様は、一度 

かかりつけの病院に診てもらってください。 

☆春先の検査ですと年少さんや年中さんが、まだうまく言葉で伝えられないことがあるた  

  め、３学期に入ってからの検査を行っております。簡単な検査ですが、視力や聴力のト 

  ラブルの発見につながっていることも少なくありませんので、検査結果のお知らせを必 

  ず、ご確認ください。 

 

☆ケーブルテレビ放映について☆  

  先日、湘南ケーブルテレビより依頼があり、年長さんを対象に『卒園おめでとう！チビッ 

コ大集合』の収録を行いました。  

   �３月 16 日（月） 午後８時～１０時   �３月２7 日（金） 午後４時～６時   

※湘南チャンネル（ＣＡＴＶ・００２ｃｈ）にて放映予定だそうです。  

 

 

☆	皆さま、作品展はいかがでしたか～？ ホールの『アナと雪の女王』は、園長先生のアイデ

アで、あえて暖房を入れず寒い氷の世界を演出していたのですが、お気づきの方…いらしゃ

いましたか（笑）。 作品作り、そして当日と、今年度の共同作品も、無事…大成功に終え

ることができました。 毎年のことですが、一番の盛り上がりは、作り貯めた作品を自分達

の手でホールに運んでいく「運び込み」☆ スヴェンやマシュマロウといった大きな作品を

運ぶ時には、廊下や階段に交通整理の先生がつきました。さすがにエルサは子ども達が運ぶ

には大きすぎたため、先生達６人で最後の最後に運び込み…。その姿は、まるで【ショムニ】

のようでした。（古い例えですみません） 



次号は、いよいよ今年度最終号…３／１７（火）発行です。  お楽しみに！  冨田     

 

 

 


